
Ⅰ はじめに

独立型社会福祉士は、「地域を基盤として独立した立
場でソーシャルワークを実践する者」1）であると日本社
会福祉士会では定義されており、組織や機関に所属する
ことなく実践を行っているソーシャルワーカーである。
独立型社会福祉士は、組織に所属していてはその制約の
ために行えないような実践も自由に行うことができると
いう自由裁量性を有しており、利用者のニーズに応じた
柔軟的・即応的・創造的な支援を可能にする高い自律性
を備えている2）。このようなことから、人々の生活が多
様化、複雑化してきている世の中において、独立型社会
福祉士の活動には期待が寄せられている。しかし、「自
由裁量性の一方で、採算や経営、サービス提供の責任を

負っており、実践のジレンマが生じやすい」3）ともされ
ているのである。
ソーシャルワーカーの実践において、実践の質を担保
するためにスーパービジョンが重要であるということは
自明のことであり、スーパービジョンの重要性は、社会
福祉士のみならず独立型社会福祉士についても同様であ
ると考えている。しかし、これまでは独立型社会福祉士
のスーパービジョンの形態や方法についての議論は、あ
まりなされてこなかった。そこで、本稿では、独立型社
会福祉士のスーパービジョンにおける課題から、スーパ
ービジョンに必要な条件を検討するとともに、スーパー
ビジョンの形態について整理を行うことで、独立型社会
福祉士のスーパービジョンの形態とその意義、方法につ
いての考察を行うことにする。
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なお、本稿は、JSPS 科研費（基盤 C）に採択された
「独立型社会福祉士の特性と現状にもとづくより効果的
なスーパービジョン方法の開発」の研究成果における一
部と位置付けたい。

Ⅱ 独立型社会福祉士の課題

1．社会的認知度、社会的評価、報酬の低さ
わが国における独立型社会福祉士の活動は 1980年代
後半からみられたが、人数が増加しはじめたのは、介護
保険制度が施行され、日本社会福祉士会での成年後見人
養成研修が開始された 2000年以降のことである4）。日
本社会福祉士会によると、2017年 7月における独立型
社会福祉士名簿の登録者は 423人であり5）、課題とし
て、まず、社会的認知度の低さがあげられる。この認知
度の低さは、開業臨床心理士に対する聞き取り調査の結
果にも現れており6）、隣接職種である開業臨床心理士で
さえも独立型社会福祉士の実践内容についてほとんど認
識していないことが明らかになっている。
そして、社会的認知度の低さは、社会的評価や信用に
も影響している。五百木孝行、小川幸裕によると、認知
度・信用の低さを感じている独立型社会福祉士は 20％
以上あるとされ7）、水島正浩、高良麻子も専門職として
の社会的評価が得られていないことや、社会的評価が極
端に低いことを見出している8, 9）。そして、社会的認知
度の低さによる社会的評価の低さのために、利用者から
の信頼を獲得することが困難となり、社会福祉士がどの
ような資格で独立型社会福祉士にはどのようなことがで
きるのかといった説明を始め、長い時間を費やしたうえ
で支援を開始することになる。このため、社会的評価の
低さは、独立型社会福祉士の活動の特徴である即応的な
支援を制限してしまうことになると調査を行った小川も
述べている10）。さらに、収入の確保に苦慮していること
も多く11）、その理由として、20％以上が相談援助に対
価を払うという社会的認識の弱いことをあげている12）。
わが国において、福祉に関する相談は、施設や機関で
行うことがほとんどであった。このため、福祉の相談に
報酬を支払うという感覚や文化は根付いてきておらず、
弁護士や臨床心理士のように報酬を得るには難しい状況
にある。このような結果、経済的基盤の不安定な独立型
社会福祉士が多くなっている。

2．実践におけるジレンマ
独立型社会福祉士が実践する中で感じている葛藤につ
いての課題もある。
小川による調査では、資産が十分でない、あるいは資
産の不明な利用者に対して、独立型社会福祉士側から報

酬を求めづらいと感じている人や、報酬を得ること自体
に抵抗を感じているという人もある13）。利用者に対して
報酬を要求することについて、このようなジレンマを感
じている人は少なくない。
また、実践においては、利用者の意思を確認すること
が困難な場合もある。そのような時には、家族の意向や
自身の判断にもとづいて支援しなければならないという
状況がうまれるため、利用者の意思に即した支援になっ
ているのかというジレンマを感じることもある14）。
さらに、独立型社会福祉士は組織や機関に所属してい
ないことから、実践に対する第三者からの評価を受ける
ことがほとんどない。このため、評価を受けることなく
実践を行っていること、あるいは、自己研鑚の機会を確
保できない状況にもかかわらず支援をしていることにジ
レンマを抱いていることも判明している15）。

3．専門性の不明瞭さ
多くの独立型社会福祉士は、経済的な基盤の不安定さ
をかかえており、これを少しでも補うために、ソーシャ
ルワーク以外の活動や社会福祉士以外のさまざまな資格
を用いた活動を行っていることも少なくない。ソーシャ
ルワーク以外の活動として最も割合の多いのは、成年後
見制度における後見活動であり16）、これは増加傾向にあ
るとされている17）。また、この他にも学校などでの講師
活動を行っていたり、ケアマネージャーの資格を用いた
ケアプランの作成や介護福祉士の資格を用いた介護活動
を行っていたり、これら複数の業務を行っていたりする
場合もある。そして、これらの業務量を増やすことで経
済的基盤への対応を試みている場合も多いとされてい
る18）。
誤解があってはならないが、経済面を補うために、独
立型社会福祉士がソーシャルワーク以外の活動や社会福
祉士以外の資格を用いた活動を行うことに問題があると
いうわけではない。独立型社会福祉士が弁護士や司法書
士、ケアマネージャーなどの他職種と同じような業務に
のみ終始することに問題があると考えているのである。
成年後見活動やケアプランの作成といった手続き的な活
動は、独立型社会福祉士本来の活動とはいえない。本来
の活動は、あくまでもソーシャルワークである。他職種
と同じような業務を主な活動にすることは、本来の実践
を見えづらくするとともに、その専門性を不明瞭にして
しまうことにつながる。そして、このような専門性を不
明瞭にする活動によって、社会的認知度や社会的評価は
一層高まらず、報酬も改善されないという悪循環に陥っ
ていると考えられる。
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Ⅲ 独立型社会福祉士のスーパービジョン

1．独立型社会福祉士の課題とスーパービジョン
日本社会福祉士会では、社会的認知や社会的評価の低
い状況を打開するために、「独立型社会福祉士名簿登録
制度」が創設されている。これは、利用者が独立型社会
福祉士にアクセスしやすくするとともに、実践の質を確
保することを目指したものであり、「援助を必要とする
人々の生活と権利の擁護に寄与する」19）ことを理念とし
て掲げている。しかしこれは、独立型社会福祉士のみな
らずソーシャルワーカーに共通する理念でもある。独立
型社会福祉士は、独立開業をしているソーシャルワーカ
ーであり、ソーシャルワークの実践者であることに変わ
りはない。したがって、独立開業をしているか否かにか
かわらず、利用者の生活と権利を擁護し、生活を包括・
統合的に支援することがソーシャルワーカーの本来の実
践活動であり、この実践過程に専門性を見出すことがで
きるのである。
独立型社会福祉士がこの理念を達成するとともに、高
度専門職実践としてのソーシャルワークを行っていくた
めには、課題である低い社会的認知度、社会的評価、報
酬、専門性の不明瞭さといった悪循環を断ち切らなけれ
ばならない。そのためには、実践の質をどのようにして
確保していくかについて早急に検討していく必要があ
り、先述の独立型社会福祉士自身のジレンマを軽減する
ためにも必要なのが、スーパービジョンであると考えて
いる。
スーパービジョンは、福祉サービスの展開に不可欠の
機能であり、特別な意味を持つとされ20）、歴史的にも他
職業と比較してソーシャルワーカーにとって、重要なも
のとされてきた21）。特に、独立型社会福祉士の場合、自
身のパーソナリティや価値観が活動に反映されやすいこ
とを自覚していなければならないのである22）。機関や組
織に所属していては実現できない多様で固有なサービス
を提供するという独立型社会福祉士の役割やその活動へ
の期待が大きいからこそ、これに対する専門性を維持す
る必要があり、このために、スーパービジョンは不可欠
である23）。また、そのスーパービジョンには期待も寄せ
られているのである24）。

2．独立型社会福祉士のスーパービジョンにおける課題
ソーシャルワーカーが、所属する組織の外でスーパー
ビジョンを受ける場合、その参加に影響を及ぼす要因と
して、時間の長さ、開催場所、参加費、研修内容がある
とされている25）。組織に所属しない独立型社会福祉士が
スーパービジョンを受ける場合も、このような職場外で

のスーパービジョンに近い状況になると考えられる。そ
こで、独立型社会福祉士がスーパービジョンを受けるに
あたり、影響を及ぼすとされているこれらの要因につい
て、検討を行うことにする。
①実施場所
スーパービジョン研修は、日本社会福祉士会や都道府
県社会福祉士会によって行われており、日本社会福祉士
会による研修会は、東京、大阪、福岡といった都市部
で、また、都道府県社会福祉士会による研修会は、県庁
所在地や当道府県の主要都市で開催されることが多い。
しかし、その活動地域を人口規模でみると、10万人

未満の地域での活動が 4割強であり、その内、5万人未
満の地域での活動は、約 15％である26）。中には、山間
部などで活動を行っている場合もある。日本社会福祉士
会において、独立型社会福祉士は「地域を基盤として独
立した立場でソーシャルワークを実践する者」27）と定義
されているように、地域に根ざした活動を行うために独
立開業した人が 20％以上（2012年）を占めている28）。
これは、2007年においては約 13％であったのに対して
増加しており、彼らの活動は一層、地域に密着したもの
になっていることがうかがえる。
このようなことから、活動している地域によっては、
研修が開催される場所までのアクセスが悪く、研修の参
加に困難な場合も多いと考えられる。
②実施時間
独立型社会福祉士の活動は多岐にわたり、事業形態に
おいても活動に応じて個人事務所、株式会社、NPO 法
人、合同会社、共同事務所といった多様な形をとってい
る。その中で、柔軟性、即応性、裁量性を発揮しやすい
単独開業は 65％以上を占めており、これは 2007年の
53％よりも増加している29）。しかし、裁量性などを発
揮しやすい反面、1週間に 50時間を超えて稼働してい
る人が 20％弱あるが30）、60％以上が「自分以外に業務
を代わってもらえる人がいない」という課題を抱えてい
る31）。しかし、代わってもらえる人がいないという課題
を抱えているのは、単独開業にかかわらず、どの事業形
態においても同様である。これは、成年後見活動や個人
との契約による活動では、自分の代わりを他人にまかせ
ることで、利用者との信頼関係に影響を及ぼす場合もあ
ると考えられるからである。このようなことから、スー
パービジョンのための時間を確保することは、独立型社
会福祉士にとって容易ではない場合が多い。
③総合的費用
スーパービジョンを受けるにあたっては、費用も発生
する。しかし、独立型社会福祉士の半数以上が年収 200

万円未満であり、このうち 36％以上は年収 100万円未

御前由美子：独立型社会福祉士のセルフ・スーパービジョンに関する一考察

― ８１ ―



満である32）。独立型社会福祉士の名簿登録要件とされて
いる認定社会福祉士認定のためのスーパービジョン研修
会への参加費用は 2万円前後であることが多い。また、
個人開業の場合、事務所を自宅においていることが多い
ため33）、開催される都市部までの交通費も含めると、年
収の低い独立型社会福祉士にとって、費用の負担感は大
きいであろう。
④研修内容
独立型社会福祉士を対象とした研修では、独立開業に
かかわる経営に関するものと利用者への実践に関するも
のが行われている。
経営に関するものでは、集客のための広報や収支、税
金といった運営継続や展開にかかわることについての研
修が行われている。また、実践に関しては、利用者支援
の事例にもとづき、スーパーバイザーによる助言や指導
が行われ、その際には、逐語録による実践記録や録音な
どを用いてスーパービジョンが行われている。
しかし、これらは別々に行われているため、利用者支
援という本来の活動と経営のバランス34）を検討する機会
は得られていないというのが現状である。

3．独立型社会福祉士のスーパービジョンに必要な条件
スーパービジョンは、継続的に実施されてこそ実践の
質を保障する有効な手段となる。そこで、前述したよう
な独立型社会福祉士がスーパービジョン研修に参加する
にあたって影響を及ぼす要因から、研修への参加を困難
にしている物理的な要因についてとりあげてみると、①
実施場所、②実施時間、③総合的費用がこれにあたると
考えられる。このことから、研修へ参加し、継続的なス
ーパービジョンを実施するための条件としては、以下を
あげることができるであろう。
①場所設定の柔軟性
様々な地域で活動を行う独立型社会福祉士にとって、
スーパービジョンの実施場所は、都市部や主要都市に限
定せず、身近で参加しやすい場所やアクセスのよい場所
を選択できることが必要である。したがって、実施場所
の設定には柔軟性のあることが条件となる。
②時間設定の柔軟性
個人開業の多い独立型社会福祉士にとって、他の人と
調整して業務を行うことは困難である。このため、自分
の活動の状況に応じて、スーパービジョンの開始時刻や
時間の長さを設定できる柔軟性も条件として必要であ
る。
③総合的費用の低廉性
スーパービジョンは継続して実施されなければ意味が
ない。しかし、スーパービジョンに費用をかける余裕の

ない独立型社会福祉士が多いと考えられる現状におい
て、スーパービジョンの実施にかかる費用、さらに、実
施場所への往復にかかる交通費などをあわせた費用は安
価であるか、あるいは、ほとんど無料に近いということ
が必要となる。

Ⅳ 独立型社会福祉士実践とセルフ・スーパービジョン

1．スーパービジョンの形態
独立型社会福祉士にとって、スーパービジョンの実施
には物理的な制約があることから、スーパービジョンの
形態について、整理をしておきたい。
スーパービジョンは、個人スーパービジョンとグルー
プ・スーパービジョンに大きく分けられる。
個人スーパービジョンは、スーパーバイザーとスーパ
ーバイジーが一対一でスーパービジョンを行う、スーパ
ービジョンの中で最も基本的な形態である。これには、
時間と場所をあらかじめ設定したうえで行う構造化面
接、職場や組織内で上司や先輩に状況説明を中心に短時
間で行われる生活場面面接と呼ばれるものがある35）。
グループ・スーパービジョンは、グループに対してス
ーパーバイザーがスーパービジョンを行うものであり、
ケースカンファレンスや研修会に用いられることが多
い36）。
また、事例の記録などを用いたスーパービジョンが多
いのに対し、面接時の録音やビデオを用いて、あるい
は、その場にスーパーバイザーが同席してスーパービジ
ョンを行うものは、ライブ・スーパービジョンとよばれ
る37）。
個人スーパービジョン、グループ・スーパービジョ
ン、ライブ・スーパービジョンは、スーパーバイザーの
存在を必要とするのに対し、スーパーバイザーを含まず
に行われるものに、ピア・スーパービジョンとセルフ・
スーパービジョンがある38）。
ピア・スーパービジョンは、同僚間で討議する形で行
われるものであり、自主的に勉強しているグループに用
いられることが多い39）。
そして、セルフ・スーパービジョンは、自分自身で確
認作業、自己点検・評価を行うものである。

2．継続的なスーパービジョンとスーパービジョンの形
態
スーパービジョンの形態において、ピア・スーパービ
ジョンとセルフ・スーパービジョンに関しては、専門誌
で多く取り上げられることはなかったとされる40）。ま
た、これらは、スーパーバイザーを必要とせず、スーパ
ーバイザーからの客観的なアドバイスやスーパーバイザ
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ーとスーパーバイジーによる相互関係が得られないた
め、スーパービジョンにあたらないのではないかとする
意見のあることも承知している。しかし、スーパーバイ
ザーの人数が不足しているという日本の現状を鑑みる
と、これらは、有効な形態のスーパービジョンであると
いう意見のあることも事実である41）。また、セルフ・ス
ーパービジョンについては、別の場所で良質なスーパー
ビジョンを受けている場合でも実施することを推奨して
いるものや42）、独立型社会福祉士ならではの役割を担う
ことを可能にする要因として、セルフ・スーパービジョ
ンの力をあげているものもある43）。現実に、個人的価値
やパーソナリティの影響を認識している独立型社会福祉
士のなかには、自らの実践に対する振り返りや評価を行
っていることが確認されている44）。このようなことか
ら、本稿においてもピア・スーパービジョンとセルフ・
スーパービジョンをスーパービジョンとして位置づけ、
考察を行いたい。
独立型社会福祉士のスーパービジョンにおいて、実施
場所や実施時間の柔軟な設定が可能であるか、また、総
合的費用が低廉であるか否かについては、スーパーバイ
ザーの有無が大きな要因となる。
まず、個人スーパービジョンでは、スーパーバイザー
によってスーパービジョンが行われる。スーパーバイザ
ーの人数も限られているため、研修が開かれる場所や時
間が限定されることから、これらにおける柔軟性は低い
といえる。また、参加費用や交通費も含めた総合的な費
用も安価とはいえない場合が多い。グループ・スーパー
ビジョン、ライブ・スーパービジョンにおいても、同様
である。
これらに対し、ピア・スーパービジョンでは、実施場
所や時間を参加者同士で設定できることから、個人スー
パービジョン、グループ・スーパービジョン、ライブ・
スーパービジョンに比べて、場所や時間についての柔軟
性は高い。しかし、先述したように、単独で活動を行っ
ている独立型社会福祉士にとって、業務の交代は難し
い。ピア・スーパービジョンの実施には、業務を交代し
てもらえない参加者の仕事の合間をぬって、予定をあわ
せることになる。このため、場所や時間設定につての柔
軟性はあるものの、実際にはどの程度の頻度で実施する

ことができるかは、参加者次第である。また、実施にあ
たっては、同じような価値観や事業規模での活動を行っ
ている独立型社会福祉士同士の参加によって実施される
のが望ましいと考えられる。しかし、参加者同士の住ま
いに距離がある場合、実施にかかる費用は発生しない
が、実施場所までの交通費が安価であるとは限らない。
したがって、費用の低廉性においても場所や時間と同
様、参加者次第であるといえる。
最後に、セルフ・スーパービジョンである。これにつ
いては、自分自身の活動に応じて場所や時間を設定する
ことができるうえに、スーパービジョン研修への参加費
用や交通費などの費用も一切かからない。
独立型社会福祉士がスーパービジョンを継続して行う
ための必要な条件として明らかになった①場所設定の柔
軟性、②時間設定の柔軟性、③総合的費用の低廉性につ
いて、スーパービジョンの形態別に整理したものが、表
1である。

3．独立型社会福祉士にとってのセルフ・スーパービジ
ョンの意義と課題
独立型社会福祉士にとって、スーパーバイザーの必要
な個人スーパービジョン、グループ・スーパービジョ
ン、ライブ・スーパービジョンを実施することには困難
を伴うことが多い。また、スーパーバイザーを必要とし
ないピア・スーパービジョンにおいては、現実的に実施
可能な場合とそうでない場合がある。
そこで提案したいのが、セルフ・スーパービジョンの
活用である。セルフ・スーパービジョンでは、スーパー
バイザーを必要としないことから、スーパーバイザーと
の契約や研修への参加の必要がないため、費用も一切か
からないうえに、自由な場所や時間に実施できる。しか
しこれは、日本のスーパーバイザー数や研修開催の状
況、独立型社会福祉士の現状を鑑み、セルフ・スーパー
ビジョン以外にはスーパービジョンの実施が困難である
という物理的な面からの消去法的で消極的な意義にすぎ
ない。
独立型社会福祉士にとって、機関に所属していては行
うことができない活動も可能になるという自由裁量性が
最も大きな特徴である。しかし、一方で、実践がそうな

表 1 継続的なスーパービジョンの条件とスーパービジョン形態

スーパービジョン形態
継続的なスーパー
ビジョンのための条件

個人
スーパービジョン

グループ・
スーパービジョン

ライブ・
スーパービジョン

ピア・
スーパービジョン

セルフ・
スーパービジョン

①場所設定の柔軟性 × × × △ ○
②時間設定の柔軟性 × × × △ ○
③総合的費用の低廉性 × × × △ ○
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る危険性もはらんでいるように、セルフ・スーパービジ
ョンの評価においても独善的な、あるいは、自身の価値
観にもとづく偏向したものになりかねない。独立型社会
福祉士は高度専門職である。消去法的、消極的な意義で
のスーパービジョンを実施しているようでは、実践の質
を保障し、社会的地位を高めていくことには必ずしもつ
ながらないと考えている。高度専門職としての実践の質
をセルフ・スーパービジョンによって担保するために
は、客観的、かつ、科学的な方法で実施されること、さ
らに、その内容は、独立型社会福祉士の実践に即したも
のになっていなければならない。

Ⅴ 包括・統合的かつ科学的な独立型社会福祉士の
セルフ・スーパービジョン

1．独立型社会福祉士に特化したセルフ・スーパービジ
ョンの方法
独立型社会福祉士スーパービジョンにおける最後の課
題である研修内容について、検討を行うことにする。
セルフ・スーパービジョンでは、客観的な視点での評
価を目指し、ワークシートで実践を振り返ったうえで自
己評価を行うチェックシートなどのツールが開発されて
いる45）。
しかし、これらは、機関や施設に所属するソーシャル
ワーカー、あるいは、地域包括支援センターのソーシャ
ルワーカーを対象としたものである。利用者に対する実
践については、独立型社会福祉士もこのようなツールや
これらの一部を用いてセルフ・スーパービジョンを行う
ことは可能であろう。しかし、独立型社会福祉士の活動
の大きな要素は、「実践」と「経営」であるため、これ
ら両方について、さらに、これらのバランスについての
セルフ・スーパービジョンも必要となる。
独立型社会福祉士は、「志と情熱」をもって活動を行
っており46）、開業理由として組織における役割に制限さ
れずに活動することをあげているのはもちろんである
が、1割以上が「定年退職後の地域貢献」をあげている
のである。そして、地域貢献を目的として活動を行って
いる人では 60歳代が最も多く47）、60歳代の数は、2007
年の 22.6％に対し、2012年には 32.8％に増加してい
る48）。このような人たちにとって、自分の理想とする支
援をすることが最優先課題であり、報酬についてはあま
り重要視していない場合もある。経済的な面は年金で賄
ってでも自分の思い描く実践を行いたいと考える場合、
あるいは、経営面でしっかりと成り立たせたうえで自分
が理想とする実践を行いたいという場合など、それぞれ
の思いがあるのである。このようなことから、独立型社
会福祉士の実践では、利用者支援という本来の活動と経

営とのバランスが重要となるのである。したがって、独
立型社会福祉士のスーパービジョンでは、「実践」と
「経営」に加え、「実践と経営のバランス」について包
括・統合的に評価できることが必要となる。
さらに、これらに加え、実践・経営の状況が時間の経
過とともにどのように変化してきているのかをとらえて
いく必要もある。これは、現在の実践が開業した当時の
思いに沿った実践、あるいは、それに向かった実践とな
っているか、逆に、思いとは異なる実践に偏向してきて
はいないかといった活動の変容をとらえ、そのプロセス
を考える必要があるからである。

2．独立型社会福祉士スーパービジョン支援ツール
現在の実践と経営の状況、そして、これらのバランス
を視覚化して俯瞰的、客観的に把握するとともに、その
変化の様子をとらえることも可能にするために、これま
で、支援ツール（「独立型社会福祉士スーパービジョン
支援ツール」と称している）を開発してきた。これは、
太田義弘が提唱するエコシステム構想によるコンピュー
タを用いた支援ツールであるエコスキャナーを援用した
ものである。これについては、新しくエコスキャナー
2015 Ver.1.00が開発されており、これに独立型社会福
祉士のミクロからマクロまでを視野に入れた実践特性を
組み込んでいる。その内容を示したものが、図 1であ
る。なお、この支援ツールの構成子に組み込んでいる実
践特性の選定方法や経緯については、すでに報告済みで
あるため49）、本稿では割愛することにする。
本支援ツールでは、ある項目をクリックすると図 2の

ような質問項目画面が現れ、まず、これに答えていく。
すると、2層、3層、4層、各構成子についてのデータ
をグラフとして可視化することができる。図 3は 2層の
「経営」と「実践」について棒グラフで、また、図 4は
3層の「事業展開」「事業継続」「価値・方法」「知識・
方策」について、図 5は 4層の「事業内容」「成果実績」
「評価」「専門性」「価値倫理」「方法」「知識」「方策」に
ついて、さらに、図 6は、それぞれの構成子についてレ
ーダーチャートで例を示したものである。
また、本支援ツールでは、これらのデータを積み重ね
ていくことが可能であることから、1回目、2回目と回
を重ねるごとに自分の活動がどのように変化してきてい
るのかを見ることも可能となっている。

3．独立型社会福祉士のセルフ・スーパービジョンの意義
チェックシートを用いた従来の方法でのセルフ・スー
パービジョンは、独立型社会福祉士にとっては物理的な
要因を克服するための消極的な意義にとどまっていた。
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経営 実践

事業展開

価値・方法

知識・方策 事業継続

図 2 質問項目画面

図 3 2層の棒グラフ

図 4 3層のレーダーチャート

図 1 独立型社会福祉士スーパービジョン支援ツール
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事業内容

価値倫理

方策

知識

方法

成果実績

評価

専門性

実存性権利擁護
多様性

社会正義
過程展開

フォーマル
NW形成

インフォーマル
NW形成

政策提言

生活理解

特性理解

可視化・言語化

自立
介護
成年後見 児童

人材育成
成果報告

ストレスマネジメント
研修制度
自由裁量性

社会的評価

第三者評価

利用者評価

自己評価

集客

ケース数

収支決済
リスクマネジメント

法令遵守
経営理念

環境（市場）
分析

しかし、独立型社会福祉士に特化したスーパービジョン
支援ツールを活用することで、経営と実践それぞれの構
成子に入力したデータにもとづき、グラフによって視覚
化されたものに対して、客観的に振り返りを行うことが
できる。そして、画面を切り替えることで、それらのバ
ランスが自分の思い描いたものとなっているか、あるい
は、それに近づいているかといったことも考察できる。
さらに、スーパービジョンのデータを蓄積していくこと
も可能であることから、回を重ねることで自身の活動が
どのように変化してきているかを把握し、課題の発見や
今後の活動につなげていくこともできるのである。した
がって、独立型社会福祉士のセルフ・スーパービジョン
は、独立型社会福祉士スーパービジョン支援ツールを用
いることで、包括・総合的、かつ、科学的な方法とな
り、積極的な意義をもつことになる。

Ⅵ おわりに

独立型社会福祉士は、機関に属さないからこそ地域の
ニーズに応えること、そして、ジェネラルなソーシャル
ワーク実践の展開が可能となる。しかし、その活動や事

業形態は様々であるため、従来のようなセルフ・スーパ
ービジョンではスーパービジョンに必要な枠組みを設定
しづらく、セルフ・スーパービジョンを積極的にとりい
れることはされてこなかった。
しかし、ミクロのみならずマクロまでを視野に入れた
活動を俯瞰的、客観的に振り返ることのできる独立型社
会福祉士スーパービジョン支援ツールを活用すること
で、セルフ・スーパービジョンが独立型社会福祉士にと
って、物理的にも内容的にも最も適したスーパービジョ
ンになることを主張してきた。
現在は、この支援ツールを用い、独立型社会福祉士を
対象としたセルフ・スーパービジョンの実証研究を行っ
ているところである。また、高良麻子は、独立型社会福
祉士の役割をはたすことを可能にする要因として、セル
フ・スーパービジョン力に加え、仲間の存在もあげてい
ることから50）、支援ツールを活用し、離れた場所にいる
社会福祉士同士がインターネットでつながることで、セ
ルフ・スーパービジョンをふまえたピア・スーパービジ
ョンの実施も可能になるのではないかと考えている。
今後は、実証研究を積み重ねることを通して独立型社
会福祉士のスーパービジョン方法を構築していきたい。
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